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はじめに

クロウタドリ、"”s郷”"Iαは３～５月に沖細りI1f，良崎県，イi川県などの主に烏l喚でI氾録

されることがあるが（たとえば山階鳥類研究所1994，樋口ほか1997)，１１本111内で繁殖した

例はない．しかし，1997年６～７月に石川県金沢Iliで木種の造巣および抱卵と思われる行動

が観察された．今後，国内で繁殖例が贈えた場合の比校に供するＪ１雌資料として，繁mIIiﾉk態

の断片的な調杏結果を報告する．また，木種についてはヨーロッパにおける森林地帯から都

市部への進出や（Simmsl978)，オーストラリア・ニュージーランドにおける移入後の急速

な分ｲ１７域の拡大が瞥日されてきた（Longl981)．アジアにおける本極の生態研究はほとんど

見､I1たらないが，今後，’1本での繁殖があった場合，その環境選好性や近縁稲との種間関係

を符I'すべき点として指摘しておきたい．

調査地および調査方法

クロウタドリの繁殖行動が観察されたのは，石川ﾘ11:金沢市蒋iIﾐ制111の健民海浜公園（通称

nI柾寺の森｣）である．木調査地はI|ﾉ|慮海に面した約５０ｈａの公卿で，そのうち約２５ｈａが

クロマツＨｼ地s娩z"z6g酒"やハリエンジュRO6”αpseIｨ｡り-αcaciaなどの保安林となり，他は海

際部の砂浜とy,‘[地，遊歩道，人工の池やプール施設となっている．

アジア地域における本種の繁殖行動の詐細な記載がないため，クロウタドリの巣をビデオ搬彩

し，営巣行動を行なう際の音声を記録した．ピデオカメラ（SONY・CCmR1000）とパラボラ集

荷器型マイクロホン(SONY･ECM-PB1C)は営巣木から約10ｍ離れた地_'二に設価した．搬彩は

6ｊｌ９Ｈ（4時54分から１１時47分までのうち361分)，６jlllFI（5時４分から１１時22分まで

のうち378分)，６月１３日（4時55分から11時18分までのうち326分)，６月2７１１（8時53分か

ら19時11分までのうち480分)，７月２１．１（5時１分から９時30分までのうち192分)，７Iｌ７ｉＩ
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(7時１分から１１時44分までのうち277分)，７Ｉ１１８Ｈ（5時10分から13時６分までのうち351分）

に行なった．iHfﾉIfはAvisoit・SONAGRAPHLightlbrWINDOWSVer､2.7をもちいて解析した．

搬影以外に随時観察を行ない，クロウタドリが兇られた地点とその↑f動を地Ⅸ|上に記録し

た．観察地点の雌外郭を結んだ範、を行動|割とし，地似1ｔで而稜をＩ洲Illした．

巣および街巣場所の計測は，クロウタドリがみられなくなった後の８１１３０１１に↑j:なった．

結果および考察

1.憐巣環境

クロウタドリは1997年６１１８１１．他氏海浜公|判内のアスレチック広場と呼ばれる樹間約２０

ｍのクロマツ疎林において発兄された．この１１１１体は，外兄上ほぼ完成した巣にさらに枯れ草な

どの巣材を逆ぷために，約４０ｍ離れた樹,1i､Ii約20ｍのクロマツ林を頻繁に従腹していた．後者の

Fi角.１．NeslsiIeillKenmin-kaihinparkinKanazawa．
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クロマツ林は低木岬に約２ｍ問のマユミＥ"0ゾツ7zzZssie60雌α'zz‘s，ヒョウタンボクLo72j“γα

"Ｉ０ﾉ”z(ﾉ"，イボタノキZ,'igl循加"20肱４s加"z”，ヒサカキＥｚ"〕ﾉα”0"icaなどが繁茂していた．

営巣木の周辺にはすべり台やベンチなどの公園施設が点在し、約５ｍの距離に遊歩道があ

り，人辿りが多い．クロウタドリの巣は，頂上部が折れて消失した8.9ｍ尚のクロマツの.上

部から0.8ｍの高さの部分につくられていた（Fig.1)．巣は直経９ｃｍの枝の付け根に乗せら

れ，その枝から派生する５本の小枝，および別の1飾器１７ｃｍの枝の付け根にも多少乗せられ

る形になっており，その枝は大きく湾曲して'二部から巣を隠蔽する形になっていた．また，

巣は幹（巣IIIl:ドのiIlI稚24ｃｍ）にも接していた．

巣内確認時には卵や卵殻片は認められなかった．巣の大きさは外徒24.0×19.5ｃｍ．Ｉﾉ1徒

11.0×10.0ｃｍ,深さ6.5ｃｍ･上部からド底までの尚さ17.5ｃｍであった．少１１tのテグスの使川が認

められたがi荊料は枯れ草で．Ｉﾉﾘ渋には土が使川されており，外装はコケで覆われていた．本

I淵任地でみられるIril腕のクロツグミｍｃａ７砿の巣と比べると，巣材はほぼ同じであるが，クロツ

グミの巣の平均外経は約14ｃｍなので(ｲLi塚1990)，これより１０ｃｍほど大きかった（Fig2)．

2.体や動作の特徴および発声

今luI観察された個体は全身が!‘I,柵色でドIIiiに斑紋はなく，くちばしが黄色であることから

雄成鳥に酷似したが，｜|の周IlI1が黄色くないこと、さえずりが聞かれなかったことから．雌

と推定された（Fig.3)．造巣や抱卵も木価ではふつう雌のみが行なうことが知られているので

(たとえばGurrl954、Snowl958)，こうした行動も性判別の材料となった．Gurl．（1954）

‐

動

色

弓
。

句

』

唾Ｆ唱宍

＄

‘義藤雨

Fig.２.ThenestoftheBlackbird(L）ａｎｄａｎｅｓｔｏ｢Greythrushn"伽ｓｃａ７"J[s(R）

Ｌ

》

ｂ

』

烈曝j壁１



、毎Ｍ

為＝

1３９

■

暫利、

弔い
■

壕~や， 野

雷…ぬ

鼻

‐
Fｑ

ｐ
金

＆

・
誠
司

て
ぞ

諌
浄
《 ａ

甑

■

己

扇

■

＃
１

ｑ

■

Fig.３．TlleB1ackbirdn”"s〃zgｿwIaobserve(linJunel997．

■』空ユ勺画'＝ ._･魂屋

は本樋雌の色彩に多くのバリエーションがあることを指摘し，．i主に体下面の色彩から５タイ

プに分瓶しているが，その｢'１にはド面が．‘様に膿褐色に兄えるものもあるとしている．今'''１

観察されたIlIIil体は，このタイプに該､11するものと思われた．

巣材迎搬のときも弊成して秘動するときも，地上から１０ｍほどの空間を飛捌していた．周

辺でみられるムクドリＳ如刀2zzsc伽cmcez〈sやヒヨドリI伽s肋eｵesα”α"”ｵisよりも|ﾘlらかに体が

大きく，ゆっくりした羽ばたきに短い滑窄を交え，枝に郷い降りる感じであった．木の枝に

とまるのも１０～１５ｍの11.fさのことがほとんどだった．枝にとまっているときにしばしば尾

をゆっくりと上下させる動作がみられた．

｜,1本でこれまで記録のあるアジア産Ⅲ種弧？".〃2α"d””ｚｓは全長２８ｃｍと記救されてい

るが（樋11ほか1997)，ヨーロッパ産のものは全長25ｃｍとされている（Heinzelejaj.1979な

ど)．今IIIl側察された個体は，他種と比'肢した際の体の大きさから，アジアノ粕|伽と思われ

た．また，尼羽などはすり切れた状態ではなかった．これらのことから，’1本に比較的近い

自然分ｲli城から飛来した野ﾉ剛冊1体の可能性が商いと考えられた．

訪巣時の72.0％（jV＝93）と離巣時の44.0％（ｊＶ＝84）に激しい発声を伴い，よく1-I立っ

た．ビデオテープから５１ﾉ師を取りIHIしてソナグラムに表したところ，大きく３種類の声に分

けられた（Fig.４)．キッキッまたはチョッチョッと聞こえるややかすれた感じのかん,舟いﾉＩｆ

(Fig.４a）が訪巣・離巣の際の一般的な声であり，それよりも少し鋭いキィッまたはピンッ

と聞こえるﾉ爵のサンプル（Fig.4-b）は，巣に接近したモズL(z伽如s6"c幼伽α"fsを'1牒退するとき

に出したﾉIfである．しかし，モズを蝦退した11！I:後に枝にとまった状態で．ａとl〕の両方で交
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Fig.4.SonagmmsoftheBlackbird．（a)Callinnyingtoroost．（b)CallatattackingaBull-headedShrike．
（c)Callinthenest．

互に鴫いたこともあり，通常の訪巣・離巣でも両方の声を出すことがあった．また，人巣直

後に低いチョッチョッまたはピョッピョッと聞こえる声を出すことがあった（Fig.4-c)．

3．行動圏

営巣木から半径約40ｍ以内は下草の少ない疎林であるが，その地上で見られたことはなく，

採食は主に巣材を運んできたのと同じ林内で行なっていたものとみられた．巣と林とを往復す

る行動圏の面積は約0.6ｈａであったが，人の接近によって離巣するときや，人を警戒して巣に

近づかないときなどは約1.5haにまで拡大した．クロウタドリの繁殖なわばりの面積は0.09～

Oo55ha（Snowl956)，0.61～0.81hａ（GunF1954)，1.1～4.3hａ（'IbmialQicl993）など地域によっ

て様々である．今回は１個体なのでなわばり行動はみられていないが，雌１個体でも，これま

で報告のあったなわばり面積の範鴫に収まるほぼ一定面積の行動圏を保持していたことになる．

4．訪巣頻度と在巣時間

クロウタドリは７月２６日まで巣に出入りするのが確認されたが，この期間中に餌運搬など

の育雛行動はまったくみられなかったことから，卵は確認できなかったが，雄の存在なしに

産卵し，その未受鞘卵を抱卵し続けていたものと考えられた．本種の抱卵期間は１３～１４日

とされるが（GunP1954)，今回は抱卵とみられる行動が４０日以上も続いたことになる．異常

に長いこの期間中に巣卵への執着性に変化があったかどうかをみるため，１時間当たりの訪

巣頻度と１回あたりの平均在巣時間，および観察時間に占める在巣時間の割合を観察日ごと

にＴａｂｌｅｌに示した．

６月９日と１１日は造巣行動がみられ，６月９日の５時台には16回訪巣するなど，特に早朝

に頻繁に巣材を運んでいた．産卵が行なわれたかどうかは不明であるが，６月１１日と１３日

には午前中にそれぞれ１時間以上の長時間の在巣がみられ，産卵を示唆するものかもしれな

い．６月１１日以降は訪巣頻度が低い一方で１回あたりの在巣時間が長くなった（Tableｌ)．

Gurr（1954）は，抱卵期間中，巣内で過ごす時間は日中の80～90％で推移すると報告して

いる．抱卵期と推測された６月２７日以降では，観察時間に占める在巣時間の割合は７月２



2.32±2.85(43）

12.44±26.35(7)

16.29±18.79(18）

34.20±22.02(5)

45.19士23.83(5)

18.17±14.61（11）

Table１．Arrivalirequencyandtimespentinthenest．

28.17％

23.03％

61.08％

89.06％

81.57％

56.94％

T1meinthenestibreacharrival(ｍin.）

mean±ＳＤＯＶ）

Totaltimeinthenest

／ObseIvationtime

DateArrivalfrequency
（No./h）
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7.65

1.11

2.63

1.25

1.30

2.22

要約

1997年６月上旬に石川ﾘ『↓金沢市の公園内のクロマツ林において，造巣''１のクロウタドリ雌を発見

した．その後，巣に出入りする行動が約５０日間みられた．日本における本極の初めての繁殖行動で

ある．クロウタドリが消失した７月下旬まで，７日間にわたり断片的なビデオ撮影を行ない，訪巣頻

度や在巣時間，発声行動を調べた．８月に営巣高や巣の大きさを測定したが，巣内に卵は確認でき

なかった．しかし，雄の佃体がみられずに長時間，災期間の入巣がみられたことは，未受精卵の抱

卵を示唆するものと考えられた．

日，７月７日がこの範鴫であるが，６月２７日および７月１８日は顕著に低かった（通ｂｌｅｌ)．

これらの日は巣に接近したモズ，オナガＣｙα"o1jcacyα"α，ハシブトガラスＣＯγ”ｓ

加αc”戒”cA0sを撃退する行動がみられたので，こうした外敵の接近が抱卵を妨害し，結果

的に在巣時間が短くなったものと考えられる．また，在巣時間の短かかったこの２日間は，

訪巣頻度がやや高かった（Tableｌ)．これらのことから，４０日あまりにおよんだ抱卵期を通

して，親鳥の巣卵への執着性は継続的に高かったことがうかがえる．

なお，クロウタドリは７月２７日以降は周辺でもまったく観察されなかった．
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AfbmaleBlackbird励忽zus加g〃〃buildinganestwasobservedinawoodof鋤"s幼”be城

inaparkofKanazawacityinearlyJune,1997.T11eBlackbirdusedthenestabout50daysafter

then・ThisisthefirstrecordofbreedingattemptoftheBlackbirdinJapan・Somevideo

recordingwerEmadefbr7daysuntillateJulywhentheBlackbirddissappeared・Frequencyof

nestarrival,timestayinginthenest,andCallingbehaviorwerestudied,Heightandsizeofthe

nestweremeasuredinAugust,buttherewerenoeggsinthenestatthattimeOntheother

hand,stayingalongtimeinthenestandalongnestingperiodwithoutamalebirdindicated

incubationofunfertilizedeggs．
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